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昭和 63 年～平成元年度、私は 2 年間浪人をしました。当時は 18 才人口がピークを迎え
ようとする時期で、統計
(1)
によると大学・短大の合格率は 64％程度（平成 14 年度で 83％
程度）で、統計上、大学入試の競争が最も激しかった時代です。 
予備校で私は一人の英語教師に出会いました。先生は 90 分の授業の中で 30 分は雑談を
します。その雑談の中で「今を生きる」という言葉を教えられました。激しい競争の中で
の浪人でしたが、先生の雑談はとても貴重な時間でした。他の予備校生もそのように感じ











「～今こそ出発点～ 人生とは訓練の場である わたくし自身の訓練の場である 失
敗もできる訓練の場である 生きていることを喜ぶ訓練の場である 今この幸せを喜ぶこ












注 (1) 文部科学省ウェブサイト、中央教育審議会大学分科会（第 21 回・2003 年 7 月 9 日）議事録、配布資料 3 よ
り、「大学・短期大学の規模等の推移」  
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/gijiroku/03071001/003.pdf（6 月 8 日アクセス確認）  
注 (2) 大平光代『だからあなたも生き抜いて』講談社、2000 年 
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